
 

 

【学校名 岩見沢市立北村小学校】 

 

１ 授業時数特例校制度導入の考え 

（１）実施の目的 

 算数科において、本校児童は、理解度が不足していることから、 

 ①基礎的知識技能の習得 

 ②身につけさせたい資質能力を意識させた授業の充実 

 ③算数科に特化した探究的な学びの充実 

 

（２）解決を図る学校課題 

 算数科において、本校児童は理解度が不足している。そのため、１，２年プラス１２時間、３

年以上プラス１５時間とした。 

 ◎本校の課題 

  ○NRTの結果から（算数） 

 令和６年度 

２年：52.2  ３年：46.3 ４年：55.0 ５年：49.4 ６年：42.1  学校全体：48.2 

令和７年度 

２年：43.3 ３年：44.9 ４年：48.1 ５年：56.2 ６年：49.7 学校全体：48.5 

○全国学力学習状況調査の結果から（算数） 

 令和６年度（全国比） 

６年：78 

令和７年度（全国比） 

６年 94 

本校は、上記結果の通り、現５年を除き、数値が低い傾向が続いている。基礎的知識技能の習

得を図り、算数科の学力を底上げする必要がある。 

 

（３）保護者・地域住民への周知 

 ①時期または機会 

 ・３月学校運営協議会 ・令和８年度４月の参観日（全体懇談） ・４月学校便り 

 ②内容 

 ・授業時数特例校制度の目的と北村小の取組内容の説明 

 ・具体的な教科ごとの時数の増減について 

 

 

 

 

 

 



 

 

２ 各教科等年間授業時数 

        上段…学校教育法施行規則に定める標準授業時数  下段…変更後の授業時数（授業時数の増減） 

学年 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

各 

教 

科 

の 

授 

業 

時 

数 

国語 
306 315 245 245 175 175 

306 315 245 245 175 175 

社会 
- - 70 90 100 105 

  67(-3) 87(-3) 100 105 

算数 
136 175 175 175 175 175 

148(+12) 187(+12) 190(+15) 190(+15) 190(+15) 190(+15) 

理科 
- - 90 105 105 105 

  87(-3) 102(-3) 102(-3) 102(-3) 

生活 
102 105 - - - - 

99(-3) 102(-3)     

音楽 
68 70 60 60 50 50 

65(-3) 67(-3) 57(-3) 57(-3) 47(-3) 47(-3) 

図画工作 
68 70 60 60 50 50 

65(-3) 67(-3) 57(-3) 57(-3) 47(-3) 47(-3) 

家庭 
- - - - 60 55 

    57(-3) 52(-3) 

体育 
102 105 105 105 90 90 

99(-3) 102(-3) 102(-3) 102(-3) 87(-3) 87(-3) 

外国語 
- - - - 70 70 

    70 70 

特別な教科である道徳の

授業時数 

35 35 35 35 35 35 

35 35 35 35 35 35 

外国語活動の 

授業時数 

- - 35 35 - - 

  35 35   

総合的な学習の時間の 

授業時数 

- - 70 70 70 70 

  70 70 70 70 

特別活動の 

授業時数 

34 35 35 35 35 35 

34 35 35 35 35 35 

合計 850 910 980 1015 1015 1015 

学校行事 30 31 30 30 37 36 

児童会活動 2 2 2 16 16 16 

クラブ活動 0 0 0 6 6 6 

第１学年の余剰を含めた総授業時数［901時間］ 余剰時数［51時間］ 

第２学年の余剰を含めた総授業時数［961時間］ 余剰時数［51時間］ 

第３学年の余剰を含めた総授業時数［1033時間］ 余剰時数［53時間］ 

第４学年の余剰を含めた総授業時数［1075時間］ 余剰時数［60時間］ 

第５学年の余剰を含めた総授業時数［1075時間］ 余剰時数［60時間］ 

第６学年の余剰を含めた総授業時数［1067時間］ 余剰時数［52時間］ 

 

 


